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　令和７年11月29日～ 30日　信州大学農学部（南箕輪村）、inadani sees（伊那市）を会場に、
自由でオープンソースな地理情報ソフトウエアの祭典「FOSS4G SHINSHU 2025」が木曽谷・
伊那谷フォレストバレー運営協議会他関係機関の共催・協力により開催されました
　全国から100人を超える産学官の参加者が集い、農林業分野におけるFOSS4Gの活用につ
いて最新の事例紹介や活発な意見交換が行われました。（関連記事：P10を参照）

 自由でオープンソースな地理情報ソフトウエアの祭典（全国大会）を伊那谷で開催
〈主催〉
　FOSS4G SHINSHU 実行委員会
〈共催〉
　一般社団法人OSGeo日本支部、信州大学農学部、
　木曽谷・伊那谷フォレストバレー運営協議会 

「FOSS4G SHINSHU 2025」
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 新年のごあいさつ

中部森林管理局長

長野県林務部長

佐伯　知広

根橋　幸夫

国
有
林
が
地
域
と
と
も
に
あ
り
、

国
有
林
が
地
域
と
と
も
に
あ
り
、

木
の
文
化
に
も
貢
献
し
ま
す

木
の
文
化
に
も
貢
献
し
ま
す

森
林
を
健
全
な
姿
で　
　
　

森
林
を
健
全
な
姿
で　
　
　

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

◇
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
本
県
の
森
林
・
林
業
行
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
が
東
北
地
方
を
中
心
に
相
次
ぎ
、
本
県
で
も
多

く
の
人
身
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
対
策
に
取
組
む
皆
様
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。
県
で
は
昨
年

11
月
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
全
庁
挙
げ
て
迅
速
・
的
確
な
体
制
整
備
と
現
場
対
応

力
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
町
村
・
関
係
団
体
と
連
携
し
、
人
身
被
害

の
未
然
防
止
に
全
力
で
取
組
み
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
森
林
に
立
ち
入

る
際
は
ク
マ
へ
の
注
意
と
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
新
年
の
抱
負

本
県
の
民
有
林
人
工
林
の
約
8
割
が
50
年
生
を
超
え
、
森
林
は
「
育
て
る
」
時
代

か
ら
「
利
用
す
る
」
時
代
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
木
材

を
生
産
・
利
用
で
き
る
基
盤
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
、
若
い
森
林
へ
の
更
新
を
進
め
る
再
造
林
の
加
速
化
、
間
伐
等
に
よ
る

安
心
・
安
全
な
里
山
づ
く
り
、
森
や
緑
、
木
の
ぬ
く
も
り
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
、

そ
し
て
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど
、
各
種
取
組
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。併

せ
て
、
需
要
拡
大
と
流
通
の
高
度
化
、
森
林
整
備
の
質
の
向
上
に
も
注
力
し
ま

す
。
県
産
材
を
暮
ら
し
に
活
か
し
、
確
か
な
供
給
と
地
域
の
活
力
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

◇
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

県
民
の
皆
様
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
、
市
町
村
等
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
、
森
林
づ
く
り
と
林
業
・
木
材
産
業
の
一
層
の
発
展
に
努
め
、
私
た
ち
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
森
林
を
健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◇
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
特
段
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
1
日
付
で
中
部
森
林
管
理
局
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
長
野
県
内
で

の
勤
務
は
今
回
で
３
度
目
と
な
り
、
こ
の
地
と
の
ご
縁
を
嬉
し
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
新
年
の
抱
負

国
有
林
に
お
い
て
は
、
急
峻
で
複
雑
な
地
形
を
有
す
る
森
林
も
多
い
こ
と
か
ら
、

山
地
災
害
の
防
止
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
森
林
整
備
や
治
山
対
策
を
一
層
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
工
林
が
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
資
源
の
循
環
利
用
を
進

め
る
た
め
、
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
、
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど
効
率
的
な
施
業

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
花
粉
症
発
生
対
策
な
ど
の
県
民
の
要
請
に
応
え
た
多

様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
ク
マ
被
害
の
対

策
に
つ
い
て
は
「
ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
等
に
基
づ
き
豊
凶
調
査
や
生
育
環

境
の
保
全
・
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

長
野
県
の
豊
富
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
、
地
域
ご
と
に
特
色
あ
る
自
然
の
活

用
に
は
、地
域
振
興
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

20
年
に
一
度
の
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
関
連
行
事
が
始
ま
り
、
6
月
に
は
御
用
材
を
伐

り
出
す
「
御
杣
始
祭
」
が
木
曽
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
三
つ
紐
伐
り
」
と
い
う
伝
統
的
な
手
法
に
よ
る
伐
採
が
用
い
ら
れ
、
技
術
の
継
承

や
文
化
財
等
へ
の
木
材
供
給
な
ど
「
木
の
文
化
」
を
支
え
る
一
翼
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
県
内
各
地
域
の
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
幅
広
く
連
携
し
な

が
ら
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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新年のごあいさつ

長野県木材協同組合連合会
理事長

長野県森林組合連合会
代表理事会長

宮崎　正毅

藤原　忠彦

〜
川
上
・
川
中
の
連
携
に
よ
る

〜
川
上
・
川
中
の
連
携
に
よ
る

　

合
法
木
材
の
供
給
に
向
け
て
〜

　

合
法
木
材
の
供
給
に
向
け
て
〜

豊
か
な
森
林
を
未
来
に
引
き

豊
か
な
森
林
を
未
来
に
引
き

継
ぐ
森
林
・
林
業
の
再
生

継
ぐ
森
林
・
林
業
の
再
生

◇
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令
和
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
連
合
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格

別
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
、「
丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
行
動
力
が
高
ま
る
年
と

さ
れ
、積
極
的
な
挑
戦
や
機
敏
な
決
断
が
成
功
を
引
き
寄
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

干
支
に
あ
や
か
っ
て
、
運
気
も
駆
け
上
が
る
良
年
と
な
る
よ
う
懇
願
い
た
し
ま
す
。

◇
新
年
の
抱
負

昨
年
4
月
に
は
「
木
材
の
合
法
性
の
確
か
ら
し
さ
」
を
担
保
す
る
こ
と
を
内
容
と

し
た
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
C
O
P
30
で
は
、
持
続
性
が
担
保
さ
れ
た

森
林
か
ら
の
調
達
等
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
合
法
的
・
持
続
的
に
木
材
の
責
任

あ
る
調
達
を
保
証
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
「
責
任
あ
る
木
造
建
築
の
原
則
」
が
国

際
指
針
と
し
て
承
認
さ
れ
、
国
際
社
会
の
中
で
は
、
森
林
認
証
材
の
利
用
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
も
、取
引
先
か
ら
「
求
め
ら
れ
る
」・「
求
め
ら
れ
な
い
」
に
関
わ
ら
ず
、「
合

法
木
材
で
あ
る
こ
と
」、「
森
林
認
証
材
で
あ
る
こ
と
」
を
表
示
し
て
取
引
を
行
っ
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

住
宅
市
場
の
規
模
は
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
木
材
産
業
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
は
継

続
し
て
い
ま
す
が
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
会
員
の
連
携
の
下
、
県
産
材
製

品
の
品
質
向
上
や
効
率
的
な
生
産
体
制
の
整
備
と
併
せ
、
製
品
開
発
や
販
路
拡
大
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
需
要
に
応
じ
た
供
給
が
的
確
に
行
え
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

昨
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
訪
れ
、
大
屋
根
リ
ン
グ
や
木
材
を

使
用
し
た
パ
ビ
リ
オ
ン
の
数
々
を
目
に
し
て
、
想
像
を
超
え
る
完
成
度
と
革
新
性
に

未
来
社
会
の
姿
を
垣
間
見
ま
し
た
。
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
た「
太
陽
の
塔
」

か
ら
木
造
の
「
大
屋
根
リ
ン
グ
」
に
変
わ
り
、
木
材
利
用
の
将
来
性
を
実
感
し
、
改

め
て
林
業
・
木
材
産
業
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
産
業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
次
第

で
す
。

そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
木
材
が
当
た
り
前
に
使
わ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
そ
れ
に
対
す
る
備
え
と
自
助
努
力
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
長
野
県
の
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
と
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を

心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
及
び
県
下
18
森
林
組
合
の
活

動
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
林
野
火
災
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
山
地
崩
壊
等
が

発
生
し
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ

く
り
に
よ
る
国
土
の
強
靭
化
を
一
層
推
進
す
る
重
要
性
を
強
く
認
識
す
る
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

◇
新
年
の
抱
負

林
業
・
木
材
産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
加
速

す
る
中
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
や
慢
性
的
な
人
材
不
足
、
世
界
情
勢
の
不
安

定
化
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
資
材
価
格
等
の
上
昇
な
ど
、
引
き
続
き
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
「
信
州
の
豊
か
な
森
林
と
環
境
を
守

る
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」
や
５
月
に
県
と
建
築
設
計
や
林
業
、
木
材
産
業
関
係
５

団
体
で
締
結
し
た
「
長
野
県
産
木
材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
い
て
、

住
宅
分
野
で
の
更
な
る
利
用
促
進
に
加
え
て
、
県
が
整
備
す
る
県
立
学
校
、
警
察
署

等
の
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の
推
進
や
公
共
土
木
施
設
で
の
木
材
利
用
を

推
進
す
る
工
法
や
技
術
の
活
用
な
ど
に
よ
る
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
進
め
る
好
機
で

も
あ
り
ま
す
。

県
森
連
と
し
て
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
よ
る
県

産
材
の
一
層
の
利
用
促
進
と
、
山
元
へ
の
還
元
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
研
修
会
や
指
導
監
査
を
通
じ
て
森
林
組
合
の
経
営
力
強
化

を
支
援
す
る
ほ
か
、
主
伐
・
再
造
林
の
推
進
に
必
要
な
人
件
費
・
資
材
費
上
昇
を
踏

ま
え
た
森
林
整
備
予
算
の
十
分
な
確
保
に
向
け
た
要
望
活
動
や
森
林
・
林
業
の
魅
力

を
高
め
る
情
報
発
信
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

豊
か
な
森
林
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
適
切
な
管
理
の
推
進
、
人
材
の
確
保
・

育
成
等
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
森
林
組
合
系
統
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
災
害
の
無
い
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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試
験
研
究
機
関
同
士
の
連
携
に
よ
る
研
究
事
例
発
表
も
行
わ
れ
、
熱
心
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
、来
場
者
か
ら
は
「
研
究
員
の
地
道
な
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
感
じ
た
」

な
ど
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■ 

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
研
究
発
表（
育
林
部
）

育
林
部
の
柳
澤
主
任
研
究
員
か
ら
は
「
気
候
変
動
を
見
据
え
た
松
く
い
虫
被
害
へ

の
対
応
」
と
し
て
、
気
温
上
昇
に
よ
り
県
内
の
松
く
い
虫
被
害
の
標
高
も
上
昇
傾
向

に
あ
る
中
、
松
本
地
域
で
被
害
拡
大
リ
ス
ク
評
価
を
科
学
的
に
行
い
、
標
高
８
０
０

ｍ
付
近
は
激
害
化
し
や
す
い
が
、
標
高
１
１
０
０
ｍ
以
上
で
は
被
害
の
拡
大
速
度
が

遅
い
こ
と
を
発
見
。

今
後
、
当
地
の
ア
カ
マ
ツ
を
未
来
に
残
す
た
め
に
は
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
付
近
を

徹
底
防
除
す
べ
き
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

■ 

初
の
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
を
含
む
県
内
４
つ
の
公
設

試
験
研
究
機
関（
環
境
保
全
研
究
所
、
工
業
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
、
農
業
関
係
試
験
場
、
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
）の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
初
の
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
な
が
ラ
ボ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
令
和
７
年
12
月
12
日（
金
）に
県
庁
講
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、１
０
０
名
の
県
関
係
者
等
が
来
場
し
、

試
験
研
究
技
術
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
や
Ａ
Ｉ
技
術
の
活

用
、
開
発
に
関
す
る
研
究
事
例
発
表
会
や
パ
ネ
ル
、
成
果
物
の
展
示
が
行
わ
れ
、
研

究
成
果
を
研
究
員
か
ら
直
接
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

６つの研究事例発表が行われました６つの研究事例発表が行われました
（下段カッコ書きは連携機関）（下段カッコ書きは連携機関）

環境保全研究所環境保全研究所

林業総合センター育林部林業総合センター育林部

農業試験場農業試験場

工業技術総合センター工業技術総合センター

畜産試験場畜産試験場

林業総合センター特産部林業総合センター特産部

関副知事あいさつ関副知事あいさつ

県
内
４
つ
の
試
験
研
究
機
関
に
よ
る

県
内
４
つ
の
試
験
研
究
機
関
に
よ
る

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

指
導
部
】

実験室で作製した実験室で作製した
マツタケの大型シロマツタケの大型シロ
すでに、野外実証中すでに、野外実証中ながラボ　ロゴながラボ　ロゴ

■
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
研
究
発
表（
特
産
部
）

■
パ
ネ
ル
展
示（
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
）

■
な
が
ラ
ボ（
試
験
研
究
機
関
連
携
会
議
）

特
産
部
の
古
川
部
長
は
「
マ
ツ
タ
ケ
の

持
続
的
生
産
を
目
指
し
て
〜
発
生
技
術
の

検
証
等
と
Ａ
Ｉ
解
析
の
活
用
〜
」と
し
て
、

近
年
で
は
長
野
県
の
マ
ツ
タ
ケ
生
量
は
ほ

ぼ
日
本
一
で
あ
る
が
日
本
全
体
で
は
マ
ツ

タ
ケ
生
産
量
が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、

長
野
県
も
同
様
に
生
産
量
減
少
の
危
機
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

当
セ
ン
タ
ー
が
半
世
紀
以
上
取
り
組
ん
で

き
た
マ
ツ
タ
ケ
の
持
続
的
な
増
産
技
術
の

開
発
と
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
人
為
的
な

大
型
シ
ロ
の
作
製
な
ど
の
成
果
、
野
外
に

お
い
て
マ
ツ
タ
ケ
発
生
を
目
指
し
た
実
証

成
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
半
世
紀
以
上
の
継
続
観
測
の
結
果
、

蓄
積
で
き
た
マ
ツ
タ
ケ
と
気
象
条
件
の
デ
ー

タ
に
よ
り
、
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
解
析
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
も
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
や
成
果
物
の
展
示
ス
ペ
ー

ス
で
は
、
事
例
発
表
に
関
す
る
パ
ネ

ル
の
他
、
精
油（
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
）と

木
材（
圧
密
集
成
材
）に
関
す
る
試

験
・
研
究
成
果
等
の
展
示
を
行
い
、

県
議
会
議
員
も
来
訪
さ
れ
る
中
、
ア

ロ
マ
オ
イ
ル
の
研
究
成
果
や
、
木
材

に
関
す
る
試
験
内
容
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

県
内
の
試
験
研
究
機
関
で
は
、
互
い
の
強
み
を

活
か
し
な
が
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
社
会

課
題
の
解
決
を
通
じ
て
、
県
全
体
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
連
携
し
た
取
組
み
や
会
議

（
通
称
「
な
が
ラ
ボ
」）を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
各
試
験
研
究
機
関
の
取
組
み
に
ご
注
目
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

松くい虫被害は年々高標高化の傾向松くい虫被害は年々高標高化の傾向

単木的な被害単木的な被害
被害速度が遅くリスクが低い被害速度が遅くリスクが低い

面的な被害面的な被害
被害速度が速くリスクが高い被害速度が速くリスクが高い

標高 1,100m標高 1,100m標高 800ｍ標高 800ｍ

初被害から３年後の森林状況初被害から３年後の森林状況
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地域の話題

令
和
６
年
９
月
５
日
の
午
前
６
時
40
分
頃
、
松
川
村
役
場
か
ら
１
㎞
ほ
ど
離
れ
た

住
宅
地
内
で
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

長
野
県
ク
マ
対
策
員
に
よ
る
と
、
加
害
の
原
因
は
、
ク
マ
が
松
川
村
を
横
断
す
る

乳
川
を
通
っ
て
住
宅
地
内
に
迷
い
込
み
、
戻
る
方
向
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
隠
れ
な

が
ら
移
動
し
て
い
る
途
中
で
被
害
者
と
鉢
合
わ
せ
し
て
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
り
危

害
を
加
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

小
学
生
な
ど
の
通
学
時
間
帯
、
ま
た
、
農
作
業
の
活
動
時
間
帯
な
ど
村
民
の
活
動

時
間
と
重
な
り
、
更
な
る
人
身
被
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
被
害
現
場

近
く
に
現
地
対
策
本
部
を
設
置
し
、
加
害
個
体
の
捜
索
及
び
注
意
喚
起
の
た
め
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
12
時
15
分
頃
に
発
見
し
、
緊
急
捕
獲（
松
川
村
長
許
可
）を
実
施

し
ま
し
た
。

再
発
防
止
に
向
け
、
乳
川
か
ら
の
侵
入
多
発
箇
所
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し

監
視
す
る
と
と
も
に
、
村
西
部
の
山
麓
沿
い

約
14
㎞
に
渡
り
整
備
さ
れ
て
い
る
「
野
生
鳥

獣
侵
入
防
止

柵
」
の
山
側

に
概
ね
10
ｍ

の
緩
衝
帯
を

整
備
し
、「
野

生
鳥
獣
」
と

「
人
」
と
の

す
み
分
け
を

明
確
に
す
る

「
ゾ
ー
ニ
ン

グ
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

木
曽
谷
や
伊
那
谷
で
は
、
急
峻
な
地
形
に
よ
り
古
く
か
ら
架
線
集
材
技
術
が
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
油
圧
式
集
材
機
や
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
な
ど
最
新
技
術
を
導

入
し
、
安
全
で
効
率
的
な
集
材
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
強

み
を
全
国
に
発
信
し
、
技
術
の
継
承
と
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
、
全
国
初
と
な

る
「
架
線
集
材
全
国
サ
ミ
ッ
ト
〜
空
に
カ
ケ
ル
道
が
林
業
の
未
来
を
創
る
〜
」
を
開

催
し
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
高
知
大
学
・
鈴
木
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
「（
仮
題
）作
業
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
架
線
集
材
の
可
能
性
」
に
加
え
、
県
内
外
の
先
進
事
例
報
告
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。さ
ら
に
、最
新
の
林
業
機
械
展
示
や
製
品
説
明
ブ
ー

ス
も
設
置
し
、
現
場
で
役
立
つ
最
新
情
報
を
直
接
入
手
で
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
も
可
能
で
、
遠
方
か
ら
で
も
講
演
や
事
例
報
告
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
左
記
に
よ
り
事
前
申
込
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

な
お
、
２
／
６
の
架
線
集
材
現
場
視
察
に
つ
い
て
は
、
定
員
に
達
し
た
た
め
、
参

加
受
付
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

松
川
村
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
対
策

　
　
　
　
　
（
緩
衝
帯
整
備
）」
の
取
組

北アルプス地域北アルプス地域

【
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
林
務
課
】

松川村川西地区における緩衝帯整備のイメージ図松川村川西地区における緩衝帯整備のイメージ図
緩衝帯整備

概ね10ｍ

鳥獣防止柵

耕作地・
集落等

森林（山林・原野）

雑木類（ヤブ）

その他広葉樹

森林づくり県民税活用事業「市町村森林整備支援事業」（緩衝帯整備）森林づくり県民税活用事業「市町村森林整備支援事業」（緩衝帯整備）

【
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
】

架
線
集
材
全
国
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す

〜
空
に
カ
ケ
ル
道
が
林
業
の
未
来
を
創
る
〜

（
令
和
７
年
度
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】

詳
細
は
コ
チ
ラ
←

詳
細
は
コ
チ
ラ
←

((

長
野
県
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

長
野
県
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス))

参
加
申
込
は
コ
チ
ラ
←

参
加
申
込
は
コ
チ
ラ
←

11
月月
2626
日（
月
）

日（
月
）1717
時
ま
で
に

時
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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地域の話題

静
岡
県
焼
津
市
の
「
焼
津
鰹
節
水
産
加
工
業
協
同
組
合
」（
以
下
、
鰹
節
組
合
）か

ら
林
業
従
事
者
の
就
労
環
境
改
善
に
役
立
て
欲
し
い
と
、
４
年
連
続
で
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
付
を
頂
い
た
こ
と
か
ら
、 

10
月
27
日
に
県
庁
で
、
新
田
副
知
事
よ
り

鰹
節
組
合
の
大
石
代
表
理
事
組
合
長
へ
感
謝
の
意
を
表
し
て
木
製
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

か
つ
お
節
の
生
産
工
程
に
は
、
出
来
上
が
り
の
香
り
を
決
め
る
、
燻
し
て
乾
燥
さ

せ
る
「
焙
乾
」
が
あ
り
、
使
わ
れ
る
薪
の
う
ち
7
割
が
堅
く
て
火
持
ち
の
良
い
県
産

の
コ
ナ
ラ
の
薪
で
す
。
大
石
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
は
、
焼
津
の
か
つ
お
節
が
あ
る

の
は
長
野
県
の
森
と
薪
生
産
者
の
お
か
げ
で
あ
り
、
薪
の
生
産
を
続
け
て
貰
え
る
よ

う
今
後
も
林
業
事
業
者
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
、
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鰹
節
組
合
は
地
元
で
食
育
教
室
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
来
県
に
合
せ
て
本

県
で
も
実
施
を
希
望
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
鰹
節
組
合
に
薪
を
出
荷
し
て
い
る
生

産
者
の
地
元
の
長
野
市
立
七
二
会
小
学
校
と
東
御
市
立
北
御
牧
小
学
校
に
薪
生
産
者

も
招
待
し
て
食
育
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
食
育
教
室
で
は
、
カ
ツ
オ
か
ら
か
つ
お

節
が
で
き
あ
が
る
ま
で
を
学
び
、
か
つ
お
節
の
試
食
と
出
汁
の
飲
み
比
べ
も
行
い
、

子
供
も
大
人
も
引
き
込
ま
れ
る
楽
し
い
内
容
で
、あ
っ
と
い
う
間
の
ひ
と
時
で
し
た
。

長
野
市
七
二
会
の
「
七
二
会
森
林
ク
ラ
ブ
」
は
、
静
岡
県
焼
津
市
「
焼
津
鰹
節
水

産
加
工
業
協
同
組
合
」（
以
下
、
鰹
節
組
合
）に
鰹
節
の
生
産
に
必
要
な
薪
を
出
荷
し

て
い
ま
す
。
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
、
10
月
27
日
に
七
二
会
小
学
校
で
食
育
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

七
二
会
小
学
校
で
は
5
月
に
地
域
の
広
葉
樹
を
使
っ
た
キ
ノ
コ
駒
打
ち
体
験
を

実
施
し
、
地
域
の
森
林
整
備
の
取
組
み
を
学
習
し
ま
し
た
。
今
回
は
地
元
か
ら
出
荷

さ
れ
た
薪
が
活
用
さ
れ
て
、
か
つ
お
節
が
出
来
上
が
る
ま
で
を
学
習
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
静
岡
県
か
ら
来
県
さ
れ
た
鰹
節
組
合
の
み
な
さ
ん
に
生
産
方
法
を
説

明
い
た
だ
き
、
実
際
に
生
の
カ
ツ
オ
の
解
体
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
生
産
工

程
や
薪
の
活
用
方
法
を
説
明
い
た
だ
き
、
長
野
の
薪
は
と
て
も
良
い
も
の
で
か
つ
お

節
作
り
に
は
大
変
重
要
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
次
に
か
つ
お
節
を
実
際
に
削
る
体

験
や
、
出
汁
を
取
り
昆
布
出
汁
と
の
比
較
な
ど
様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
５
、
6
年
生
の
７
名
と
少
人
数
で
し
た
が
、
初
め
て
の
体
験
が

多
く
、
削
り
た
て
の
か
つ
お
節
の
旨
味
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
地
域
の
森
林
整
備

と
海
と
の
つ
な
が
り
を
学
べ
た
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
つ
お
節
が
つ
な
ぐ
海
か
ら
森
へ
の
感
謝

焼
津
鰹
節
水
産
加
工
業
協
同
組
合
か
ら
の
林
業
従
事
者
へ
の
寄
付
と
食
育
教
室

長長野・野・上田上田
地　域地　域

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
長
野
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
長
野
地
域
振
興
局
林
務
課
】

新田副知事から鰹節組合の新田副知事から鰹節組合の
大石代表理事組合長へ木製感謝状を贈呈大石代表理事組合長へ木製感謝状を贈呈

七二会森林クラブと七二会森林クラブと
鰹節組合のみなさま鰹節組合のみなさま

カツオの解体（東御市立北御牧小学校）カツオの解体（東御市立北御牧小学校）
薪生産者の武田さんも参加薪生産者の武田さんも参加

削り体験（長野市立七二会小学校）削り体験（長野市立七二会小学校）
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コラム

勝 野　智 明理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1 ☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1 ☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

新春初市のご案内
◆原木 新 春 初 市

新 春 初 市

《坂下事務所》１月15日（木） 　入札開札１３時  保証金１０万円

◆製品
第29回全市連国産材需要拡大製材品特別展示大会

後援　林野庁・長野県・長野県木材協同組合連合会
《本部事務所》１月24日（土） 　入札開札９時 保証金１０万円

◆原木 新 春 初 市
《荻原事務所》１月27日（火） 　入札開札９時 保証金１０万円

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

TEL 026-226-2504
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組合員に配布された施業図（※イメージ）
は、ジオ PDFという位置情報を持ったデー
タ形式となっており、スマホの位置情報機
能を使って、アプリの地図上で現在地がわ
かります。
目的地までのナビや、写真や目標物の位置
を記録することができ、オリジナルの「我
が家の山マップ」を作ることが出来ます！

「どこにあるかな～？」と枝や切り株の
陰などに隠されたアイテムを探す参加者。
スマホ地図アプリを使った「宝探しゲーム」
は、子ども会など親子が参加する地域のイ
ベントでも活用でき、森林に足を運んでも
らうキッカケに最適！

スマホ地図アプリは、財産区有林や共有林
での山検地でも活用がはじまっているとか。
きのこ狩りや山菜狩りにも使えるかも？と
いう話題も上がった。

森林組合って何？どんな仕事をしている
の？組合員って？…etc.
そんな森林組合にまつわる、森林組合しか
知らない世界を紹介するコーナーです♪

森林組合の出資者であり、森林整備や経営の委託や木材を始め林産物の共同販売など森林組合事業の利用者である組合員。
しかしながら、高齢化や相続に伴う世代間で異なる所有森林の認識から、そもそも所有する森林がどこにどれだけあるの
か？そんな問い合わせが組合員から寄せられることが少なくありません。
今回、こうした状況を改善すべく松本広域森林組合が行った組合員向けイベントを取材してきました！
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11
月
11
日
か
ら
13
日
の
３
日
間
、
長
野

県
森
林
組
合
連
合
会
の
各
木
材
セ
ン
タ
ー
に

て
当
会
の
販
売
事
業
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
記
念
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
組
合
を
は
じ
め
多
く
の
出
荷
者
様

か
ら
優
良
材
を
多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
、
関

係
者
各
位
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
エ
デ
や

ク
ル
ミ
等
広
葉
樹
の
良
質
材
に
、
札
が
集
中

し
高
値
で
取
引
さ
れ
、
ホ
オ
3.0
ｍ
（
末
口
42

㎝
）
に
は
１
６
０
，
０
０
０
円
／
㎥
の
値
が

付
き
、
販
売
量
は
５
，
４
３
２
㎥
と
な
り
ま

し
た
。
中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
葉
樹

中
心
に
多
様
な
材
が
集
ま
り
ま
し
た
。
特
に

高
額
と
な
っ
た
ヒ
ノ
キ
は
6.4
ｍ
末
口（
48
㎝
）

で
９
１
，
０
０
０
円
／
㎥
と
な
り
、
販
売
量

は
６
，
０
９
１
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
伊
那
木

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
値
続
出
の
大
変
賑
や

か
な
記
念
市
と
な
り
ま
し
た
。ク
リ
4.6
ｍ（
末

口
42
㎝
）
で
１
１
０
，
０
０
０
円
／
㎥
と
な

り
ま
し
た
。

本
年
も
業
務
課
及
び
各
木
材
セ
ン
タ
ー

一
同
、
長
野
県
産
材
の
有
利
販
売
と
安
定
供

給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
益
々
の
出

材
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
高
値

で
の
活
発
な
入
札
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

11
月
28
日
に
安
曇
野
市
も
く
り
ゅ
う
館

で
森
林
組
合
監
事
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
県

内
12
森
林
組
合
か
ら
監
事
を
は
じ
め
役
職
員

25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
に
、
Ｊ
Ａ
全
中
を
は
じ
め
多

く
の
協
同
組
合
監
査
に
携
わ
り
、
森
林
組
合

監
査
士
養
成
講
習
会
に
も
長
年
携
わ
れ
た
中

小
企
業
診
断
士
で
あ
る「
き
こ
り
の
相
談
室
」

荒
川　

美
作
保
氏
を
迎
え
、「
監
事
監
査
の

基
本
と
監
査
に
役
立
つ
経
営
分
析
」
と
題
し

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議
の
中
で
は
「
理
事
会
で
話

し
合
っ
て
ほ
し
い
こ
と
」
と
「
こ
こ
が
気
に

な
る
！
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
参
加
者
の
意
見
が
集
約
さ
れ
、
担
い
手

の
課
題
や
現
金
の
取
り
扱
い
、
労
働
安
全
な

ど
監
事
が
当
事
者
目
線
で
組
合
運
営
を
見
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
意
見
が
出
て
い
ま
し

た
。

11
月
６
日
〜
７
日
に
佐
久
市
を
会
場
に
、

会
員
の
森
林
組
合
職
員
、
市
町
村
林
務
担
当

者
な
ど
24
名
が
参
加
し
、
令
和
７
年
度
長
野

県
林
業
職
員
協
会
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。初日

は
、
佐
久
市
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

「
春
日
の
森
」
周
辺
の
森
林
内
で
、
林
業
技

術
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
７
種
目
（
樹
高
、

胸
高
直
径
、
単
木
材
積
、
林
分
面
積
、
林
分

材
積
、
作
業
道
距
離
、
架
線
距
離
）
で
機
器

を
用
い
ず
に
計
測
を
行
い
、
日
頃
の
業
務
で

培
っ
た
森
林
を
見
る
目
を
試
し
ま
し
た
。
間

伐
直
後
で
ア
カ
マ
ツ
と
カ
ラ
マ
ツ
が
混
合
し

た
林
分
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
作
業
道
距
離
を

長
く
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
も
高

い
難
易
度
の
問
題
に
参
加
者
の
悩
む
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
２
日
目
は
春
日
温
泉
「
も
ち
づ

き
荘
」
に
て
、
森
林
認
証
取
得
に
向
け
た
勉

強
会
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
29
日
〜
30
日
に
「
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
４
Ｇ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｕ　

２
０
２
５
」
が
信
州
大

学
農
学
部
と
ｉ
ｎ
ａ
ｄ
ａ
ｎ
ｉ　
ｓ
ｅ
ｅ
ｓ

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
４
Ｇ
と
は
、
自
由
で
オ
ー
プ
ン

ソ
ー
ス
な
地
理
情
報
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
群
の
祭

典
と
し
て
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
初
日
に
コ
ア
デ
イ
（
基
調
講
演
・
一

般
発
表
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
２
日

目
に
ハ
ン
ズ
オ
ン
デ
イ
（
講
座
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
が
行
わ
れ
、
全
国
の
研
究
者
や

学
生
、
測
量
や
調
査
に
携
わ
る
企
業
関
係
者

が
約
１
０
０
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
林
業
で
の
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
４
Ｇ
の
活
用

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
長
野
県
林
務
部
が
事
例

発
表
を
行
っ
た
ほ
か
、木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ

レ
ス
ト
バ
レ
ー
運
営
協
議
会
、
松
本
広
域
森

林
組
合
、
長
野
県
森
連
が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
出
展
し
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
森
林
資
源
量
の
把
握
方
法
に
つ
い
て

の
講
座
の
講
師
を
県
森
連
職
員
が
務
め
ま
し

た
。ＦＯ

Ｓ
Ｓ
４
Ｇ
が
林
業
で
積
極
的
に
運
用

さ
れ
て
い
る
状
況
に
、
参
加
者
か
ら
は
、「
信

州
の
林
業
は
ア
ツ
い
！
」
と
い
っ
た
評
価
も

あ
り
、
他
分
野
で
の
活
用
や
ア
イ
デ
ィ
ア
は

大
変
刺
激
を
受
け
る
も
の

で
し
た
。

令
和
７
年
度
木
材
セ
ン
タ
ー
記
念
市

長
野
県
林
業
職
員
協
会
県
大
会
開
催

令
和
７
年
度
森
林
組
合
監
事
研
修
会

Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
４
Ｇ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｕ　

２
０
２
５
に
出
展
し
ま
し
た
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市売の最新情報については、各事業所にお問い合わせいただくかHPをご覧ください。

飯伊森林組合

〒395-1101
下伊那郡喬木村 400-14
TEL:0265-33-3361

木曽官材市売協同組合

〒399-5604
木曽郡上松町正島町 2-45
TEL:0264-52-2480

長野県森林組合連合会

〒380-0936
長野市岡田町 30-16
長野県林業センタービル 3F
TEL:026-226-2504
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会

長

長
野
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話 

〇
二
六―

二
二
五―

六
〇
八
〇 

信
州
の
森
林
で
働
こ
う
！

役
職
員
一
同

会

長

会
協
及
普
業
林
県
野
長

理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事

事
務
局
長

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

宮

崎

正

毅

佐

原

良

彦

麥
　
島
　
照
　
幸

新

井

藤

弘

峯

村

宗

次

澤

柳

浩

成

柴
　
田
　
昌
　
志

松

本

寿

弘

長
事
理

一
般
社
団
法
人

 

森
林･

林
業
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

長
野
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会

会

長

会

長

代
表
理
事
会
長

副
会
長
理
事

代
表
理
事
専
務

藤

原

忠

彦

林
　
　
　
和
　
弘

村

松

敏

伸

幹 
事 

長

宮
　
崎
　
正
　
毅

水
　
本
　
　
　
豪

藤
　
原
　
忠
　
彦

丸

山

真
一
郎

一
般
社
団
法
人

組
合
員
一
同

農
林
中
央
金
庫

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
）二
八
五―

九
〇
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
）二
八
五―

九
〇
七
一
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役
職
員
一
同

羽
　
田
　
健
一
郎

代
表
理
事

長
野
市
大
字
穂
保
字
中
ノ
配
三
四
二

竜
　
野
　
　
　
昭

役
職
員
一
同

代
表
理
事

組
合
長

理 

事 

長

組
合
員
一
同

新
　
井
　
藤
　
弘

役
職
員
一
同

越

原

道

廣

役
職
員
一
同

会

長

石
　
井
　
公
　
彦

役
職
員
一
同

安
曇
野
市
穂
高
七
九
四
〇―
二
七

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

〝
自
然
と
共
に
〞

理

事

長

湯

沢

要

次

代
表
理
事

組

合

長

黒

澤

和

夫

佐
々
木
　
　
勝

代
表
理
事

組 

合 

長

山
　
岸
　
喜
　
昭

緑
を
育
て
山
を
守
る

役
職
員
一
同

（
〇
二
六
五
） 

三
三―

三
三
六
一

北
ア
ル
プ
ス
森
林
組
合

代
表
理
事

組
合
長
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同

割
　
田
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同

代
表
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事

組
合
長

大
久
保
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職
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同
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澤
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同
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井
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員
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同
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山
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事
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合
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役
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同

長
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県
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九
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Ｌ
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〇
二
六
八
）
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八―
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五
三
五
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二
〇
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グ
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州
唐
松
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・
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障
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材
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売
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備
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定
事
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澤
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長
野
県
伊
那
市
西
春
近
四
一
〇
五
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地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
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〇
二
六
五
）
七
八―

二
二
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
五
）
七
六―

五
七
七
五

和
　
田
　
　
　
智

代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

役
職
員
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同

宮
　
澤
　
　
　
遥

長
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県
伊
那
市
山
寺
一
五
五
八―
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（
〇
二
六
五
）九
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〇
七
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Ｆ
Ａ
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〇
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六
五
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八
三
〇
八
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行
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曽
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松
町
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島
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四
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
二
六
四
）五
二―

二
四
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
二
六
四
）五
二―

二
三
二
四

宮

崎

淳

貴

代
表
取
締
役
社
長

代
表
理
事

組
合
長

役
職
員
一
同

久
保
田
　
道
　
一
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式
会
社南

佐
久
郡
佐
久
穂
町
大
字
平
林
一
二
一

　

（
〇
二
六
七
）
八
六―

四
三
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（ 

〃 

）
八
六―

五
五
四
四

代
表
取
締
役
社
長

☎
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田
　
満
　
男

役
職
員
一
同
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社
／
長
野
市
大
字
稲
葉
二
四
一
三―

三
長
野
林
友
ビ
ル

所

長

長
野
市
岡
田
町
三
〇
|
一
六

長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

☎（
〇
二
六
）二
二
七
|
六
一
八
五

☎

所
長

長
野
市
岡
田
町
三
〇―
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六

（
〇
二
六
）
二
一
七―

二
六
六
〇
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表
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事
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合
長
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久
仁
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役
職
員
一
同

役
職
員
一
同



■ 15 ■　長野の林業 No.403　2026.1

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
江
東
区
新
木
場
一―

七―

二
二

新
木
場
タ
ワ
ー
八
階

株
式
会
社
キ
ー
テ
ッ
ク

〒136
-0082

http://w
w
w
.key-tec.co.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）五
五
三
四―

三
七
四
一

0268-23-2135　FAX0268-23-2153

0263-77-8863　FAX0263-77-8893

松
く
い
虫
防
除
シ
ー
ト
は

ま
つ
の
じ
ょ
う

地
球
に
や
さ
し
い

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
の

く
ん
蒸
用
被
覆
シ
ー
ト

グリーンプラマーク取得損
害
保
険
代
理
店

緑
化
事
業
設
計
施
行
・
墓
石

〇
一
八
二

ウ
ッ
ド
レ
リ
ー
フ
製
作

小諸市甲字鞍掛４７４７ 電　話 ０２６７－２３－０８８７
ＦＡＸ ０２６７－２２－１２９３

カラ松日本一を目指しますカラ松日本一を目指します



令
和
八
年
一
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
四
〇
三
号

発　

行

長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六（
二
二
七
）五
〇
一
五

電
話
〇
二
六（
二
二
六
）五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪ 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪
長野県森連

長野県の木材市況


